
神宮寺右の
をこ迫る／

神宮寺石の特異性について話す名取克裕教諭

希
少
な
岩
石

名
取
教
諭
（
㌍
）
が
特
異
性
語
る

昭
和
初
期
以
前
に
諏
訪
市
中
洲
神
宮
寺
地
区
で
産
出
し
た
希
少
な
岩
石
「
神
宮

寺
石
」
に
つ
い
て
、
そ
の
特
徴
と
謎
に
迫
る
講
隆
が
2
3
日
、
諏
訪
大
社
上
社
本
宮

東
参
道
沿
い
の
柏
屋
カ
フ
ェ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
か
れ
た
。
科
学
的
な
光
を
当
て

た
学
び
は
地
元
住
民
に
と
っ
て
も
今
回
が
初
め
て
で
、
上
社
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
ゝ

議
会
（
小
島
実
会
長
）
が
主
催
し
た
。
こ
の
石
を
調
べ
、
特
異
性
を
明
ら
か
に
し

た
富
士
見
中
学
校
の
名
取
克
裕
教
諭
＝
富
士
見
町
原
の
茶
屋
＝
が
調
査
結
果
を
示

し
、
地
殻
活
動
、
日
本
や
諏
訪
盆
地
の
成
り
立
ち
を
易
し
く
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て

語
っ
た
。

上
社
周
辺
ま
ち
づ
く
り
協
が
講
座

同
石
は
か
つ
て
鳥
居
や
石
塔
、

石
垣
な
ど
に
多
用
さ
れ
、
地
元
で

は
「
じ
ぐ
じ
石
」
と
呼
ん
で
な
じ

み
深
い
が
、
岩
体
は
目
視
で
幅
約

1
0
0
㍍
、
厚
さ
1
0
㍍
ほ
ど
し
か

な
く
、
採
石
事
業
は
昭
和
初
期
で

終
了
。
現
在
は
入
手
で
き
ず
希
少

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
地
学
的
に

も
〝
不
思
議
″
が
あ
り
、
地
元
研

究
者
の
間
で
長
ら
く
「
玄
武
岩
」

が
通
説
だ
っ
た
が
2
0
0
6
年
、

名
取
教
諭
が
「
安
山
岩
」
で
あ
る

こ
と
を
突
き
止
め
た
。

講
座
で
名
取
教
諭
は
、
「
下
諏

訪
町
和
田
峠
の
西
餅
屋
で
み
ら
れ

る
岩
石
と
組
成
も
生
成
時
期
も
同

じ
玄
武
岩
と
さ
れ
て
い
た
が
、
西

餅
屋
の
岩
の
生
成
は
1
7
0
万
年

で
諏
訪
盆
地
の
大
方
を
造
っ
た
火

（
日
比
野
真
由
美
）

山
岩
よ
り
古
い
。
対
も
て
神
宮
寺

石
は
1
5
万
年
前
。
諏
訪
盆
地
で
一

番
の
若
造
。
し
か
も
マ
グ
ネ
シ
ウ

ム
と
カ
リ
ウ
ム
の
含
有
量
が
大
分

違
う
」
と
決
定
的
な
違
い
を
指

摘
。
「
通
常
、
火
成
岩
に
は
含
ま

れ
な
い
特
殊
鉱
物
を
含
み
、
国
内

で
も
特
徴
的
な
石
だ
と
分
か
っ

た
」
と
新
た
な
発
見
も
披
露
し

た。■
表
出
の
仕
方
も
珍
し
く
、
「
一

般
的
に
山
頂
か
ら
噴
出
す
る
が
、

山
の
山
腹
か
ら
出
て
い
る
。
盆
地

の
中
で
活
動
し
た
火
山
は
他
に
な

い
。
地
球
規
模
の
地
殻
活
動
の
中

で
何
ら
か
の
圧
力
が
な
く
な
り
、

押
し
上
げ
ら
れ
た
か
、
自
ら
出
た

か
」
と
考
察
し
た
。

地
殻
活
動
の
解
説
の
中
で
は
、

大
規
模
な
構
造
線
が
交
わ
る
場

所
に
諏
訪
大
社
上
社
、
牛
伏
寺
な

ど
信
仰
の
社
が
あ
る
こ
と
に
「
昔

の
人
は
何
か
見
え
て
い
た
の
か

も
」
と
不
思
議
さ
も
投
げ
掛
け

た。


